
コロナ禍による急速なデジタル技術革新により、時間や場所にとらわれないビジネス環境の整備や、デジタルネイティブ世
代である若者の起業増加など、「地方が挑戦の場として有利となる」変化が起きつつある。

こうした中で、日本経済の成長には、地方からも、新たな価値の創出に挑戦するスタートアップ企業がビジネスしやすい環

境を整える必要があり、すでに広島では、世界に羽ばたき大きく急成長する企業を創出し、挑戦することが当たり前の土壌

づくりや文化の醸成を目指す「ひろしまユニコーン10」プロジェクトにおいて、急成長を志す企業に対して、成長段階に合わ

せた支援を実施しているところである。ついては、国においてもこうした地方の取組と連動しながら必要な施策に取り組んで

いただきたい。

スタートアップ等に果敢に挑戦できる環境整備
○ 若者の挑戦を引き出し、後押しするため、国において、全国規模で正しいロールモデルやメンターとな

りえる人材のプール化に取り組み、地方から当該人材に容易にアクセスできる環境整備を行うこと。
○ 地方に不足しているスタートアップの経営人材を確保するため、地方のスタートアップと経営人材とを

マッチングする仕組みを強化し、地方に経営人材を供給させること。

○ スタートアップの先進的なビジネスモデルの社会実装に向け、地方公共団体と軌を一にして、大胆に
規制緩和等に取り組むこと。

○ 地方でのスタートアップ等からの公共調達の促進に向けて、公共実績に関わらず広く参加資格を与

える仕組み・製品等の評価手法における全国統一ルールの構築のほか、スタートアップがもたらす経済
効果の国民意識醸成など、公共事業を積極的にスタートアップ等に発注できる環境を整備すること。

○ ベンチャー企業等への投資規模が拡大するよう、機関投資家への税財政措置等の投資優遇策を

充実させるとともに、機関投資家の中間的役割を担うベンチャーキャピタル等の人材確保・育成を行う
など、財的・人的の両面から地方でスタートアップが生まれ成長する実効性のある仕組みへと改善する

こと。

国への提案事項

４ ＬＸ（ローカル・トランスフォーメーション）の推進

（２） ポストコロナ時代を見据えた経済活動 ② スタートアップ等に果敢に挑戦できる環境整備

【提案先省庁：内閣府、デジタル庁、経済産業省】
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４ ＬＸ（ローカル・トランスフォーメーション）の推進
（２） ポストコロナ時代を見据えた経済活動
② スタートアップ等に果敢に挑戦できる環境整備

○ 新たな創業を創出するため、窓口相談、

創業サポーターの派遣、創業セミナーの開催

等の総合的な支援を実施

○ 県内をまるごと実証フィールドとして、県内

外のプレーヤーが共創し、イノベーションの創

出を目指す「ひろしまサンドボックス」などを通

じた、ＤＸ人材・産業の集積を促進

○ 実証したソリューションが地方へ展開され、

新たな市場が創出されるよう、実証した商品・

サービスの市町などへの共同調達の促進や

規制緩和・ルールメイクに向けた支援を実施

○ 広島から、ユニコーンに匹敵する企業を創

出し、これをロールモデルとして、挑戦すること

が当たり前の土壌づくりや文化を醸成する「ひ

ろしまユニコーン10」プロジェクトの中で急成長

を志す企業を対象に、ニーズや成長段階に合

わせたハンズオン支援や、資金調達、協業の

機会を創出するイベント等を実施

● 新たな成長分野の創出には、地方の変革に対し、強いコミットメン

トを持ち、創業やイノベーション創出に挑戦する人材への後押しが

必要。

● 諸外国に比べ、我が国において起業が少ない大きな要因は、

「身近な起業家（ロールモデル）がいないこと」であり、特に地方にお

いては顕著である。

● 実装を加速するためには、導入に係るコストの軽減、ソリューショ

ンの認知度向上等が必要。また、先進的なビジネスモデルの場

合、国、地方自治体、民間企業等が一体となってルールメイクに取

り組む必要がある。

● スタートアップ等からの公共調達を実現するためには、次の取組

を実施していく必要がある。

・公共調達実績に関わらず、広く参加資格を与える仕組み

・製品が持つ本来の機能と、プラスで課題解決できる機能が共存す

る場合における、付加価値部分も含めた評価

・既存事業者の理解を得る観点から スタートアップがもたらす経済

効果の国民意識醸成と、全国統一ルール

● 過去10年間のベンチャーキャピタル投資額の推移を見ると、日

本は増加傾向にはあるものの、スタートアップが多く生まれている諸

外国（アメリカ・中国・シンガポール等）と比較して、投資額は遥かに

小さい。

● 既成概念にとらわれないベンチャーキャピタルの育成支援のほ

か、スタートアップの経営人材を創出・集積（獲得）する環境整備を

目指し、成長段階に応じた支援が必要。

課 題広島県の取組
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